
ク ワ キ ジ ラ ミ の 発 生 生 恐 と 防 除 法
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/ . 哲策 と ね ら t ヽ

ク ヮ キ ジ ラ ミ は 半 じ 目 ・キ ジ ラ ミ斥f i にな し、来 の普 虫 と して 古 く か ら知 ら れ て い る が、 本 県 に

おけ る こ れ な て の発 生 は 改 究 的 て 冥 害 は 少 な か った。 し か し昭 矛3 5 7 年か ら伐 か F i 杖害 が 目立 ち、

5 3 年に は 県 北 郡 り 全 域 お よび 県 駒 S t b の一 部 に 広 か り、 5 υ年 は さ ら に沿 岸 部 を除 く内 陸 樹! 全紙 て 根

害 が発 生 し た 。 そ の 被 督 面 積 はわ 6 0 0 ヘ ク タ ー ル に 及 び 、 本 県 祭 団 面 積 の約 3 0 % に オロ当 す る . 畷

虫 の 班 害 は 今 後 さ ら に拡 大 す る こ と が 予 想 され る た め 、 審 期 の 発 生 か ら屋 引サ、 英 へ の 守 生 か ら羽

化 に 至 る 生 態 を 明 らか に し、 そ の P e J にぉ け る防除 法 を検 8 寸し た の で 参 考 に供 す る 。

2. 技  術  の   内  容

■)  着 手 県 に お け る ク ヮ キ ジ ラ ミ の 発 生 生 懸

2) 防  除  法

ジメ トエ ー ト剤 5 0 0 ～ 8 0 0 倍瓶 は 、 ク ワ キ ジ ラ ミの 卵 、 幼 虫 、 成 虫 、何 れ の ス テ ー ジ に 対 して

も験者 な繊 虫効 果 を 示 すが 、 曇 へ の残 善 、 作 策 手 l l R から み て 、 5 月 中 ｀ 6 月 上 旬 ( ク ワ キ ジラ ミ

の引」ヽ 意 令 幼 虫 窮 ) に 、 ジメ ト エ ー ト乳 剤 の 3 0 0 倍液 を 集 繁 の玉 面 に 放布 す る の が 効 率 的 て あ る.

歓布 と は 、 各 登 用 集 を対 象 と し て ' 5 0 1 / , o a と す る。

3 。指 モみ 上 の 留 意 事 及

1 )  ク ワ キ ジラ ミの発 生 時 的 は 5 ～ 6 月 の貸t 象 条 件 に よ っ て 、 多 少 ず れ る こ と が あ る のて 、

業 の生 宵 状 況 を 邑安 とす る。

2 )  シ メ トエ ー トF t r のこ に 苅 す る善 4 とに うら1 がヽ 、 衣 布 役 収 稜 士 て に1 9 日以 上 の t a l 裕を お く.

3 )  ク ワ キ ジ ラ ミは 、 ゅ を し の ぎ、 剣 持 等 に発 生 が 多 い 傾 向 が あ る の て 留 憲 す る 。
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l ) 獣 験 方 法

発 生 生 恐 の 伽 盈 は 、 来 を化 転 し た 知 堅 ( 2 X 2 X 2 口 ) に 、 現 れ か ら解 取 し た ク ワ キ ジラ ミの

経 過 特  財 明視 桑 の生 打状況

発 生 5 月 上 ヽ 中 旬 成 虫 態 て 条 的 に挽 わ れ 、 校 条 の 先 輔 か 着 察 の 景 に寄 生 す

る。 形 状 は 体 ☆ 4 m 位 の 不 純 色 て ヨ コ パ イ 期 に以 て い る。

エ ンロ

ヽ 船寮

屋 ,lJ 5 月 中 ～ 下 旬 着 素 の 張 由 に獣 1 0 ～数 1 0 0 社 を産 T す る● 例拍よ松 円形 て

長 径 t x 3  m 、始 め 白色 て や が て 淡 賃 こ と な る。

朗 素 ～

.  第 7 腕 暴

tS 化ヽ 5 月 下 ～

6 月 上 旬

着 虫 は 次 賓 色 て 頭 部 が 三 角 形 を し て お り、 順 部 末 A 4 h に白

色 糸 状 の ろ う 物 賀 を 分 泌 し て い る 。

常 6 ヽ 第 7 開

素 以 降

幼 虫

( 被害)

6 月 上 ～

7 月 上 旬

幼 景 は 素 の 張 面 に 寄 生 し、 T の 票 は 縮 泰 、 わ れ 鶴 す る .

生 百 が 進 む と ろ う物 賀 を 大 量 に 分 泌 し 、 や が て は素 が す

す 状 に 黒 変 す る 。

審 基 期 の典 収

枝期

〕】化 6 月 下 ～

7 月 中 旬

素 の 喪 碕 て 羽 化 し、 始 め次 絵 色 か ら法 鵜 色 と な り条 田 外 ャ

ヘ 飛 歓 す る 。

夏 切 前 後
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超 冬 成 虫 を 水 ち 、 医 引」か ら羽 化 に = る 松 過 を拘 企 す る と共 に、 的 ぅ に おけ る 格 過 を 併 せ て観察 じ

た。 防 除 法 に つ い て は 、 半 し 目 定虫 に 4 手動 を示 す とい わ れ る ジメ トエ ー ト剤 を 用 い 、 販 虫 の引J か

ら歳 景 まて 、 そ れ ぞ れ の ス テ ー ジ を対 よ に□ 場 に お け る 枚 虫 効 果 を 検 討 した 。

2) 試  験  花  果

( 1 ) 発 生 生 恐

9 召矛o 5 9 年は 4 ～ 5 月 の 崇 需 億 温 か ら 、 ク ワ キ ジラ ミ の成 虫 初 発 生 が か な り追 れ 、 二 戸 市 の現 地

未 働 に お い て 5 月 2 3 日に 駐 解 し た が 、 こ の時 点 に お け る 其 の 生 育 は 脱 ば う～ え ん 0 期 て あ った 。

以 後 の 経 過 は、 5 月 下 旬 か ら第 1 ～ 第 7 開 衰 にわ た っ て I t 箇に 数 1 0 ～数 1 0 0 粒 を産 , p し、 6 月 上

旬 か ら, : 、化 し た 。 幼 虫 は典来 の 捜 面 に 対 生 じ薬肉 か ら吸 汁 す る た め 、 業 が縮 栞 ま た は わ ん 由 す る。

生 百 が 進 む と ろ う物 質 を 大 量 に 分 泌 し、 や が で は東 が す す状 に 黒 変 す る 。 6 月 ま で に数 回 の脱友

をし て 羽 化 す る が 、 本 年 は 7 月 下 旬 ま で 幼 虫 が 碓 認 さ れ た 。

以 上 が 発 生 か ら羽 化 に 至 る継 過 の 城 受 て ぁ るが、 本 年 は 春 先 の 具 侑 低 温 か ら阪 虫 の発 生 がか な

つ退 れ た た め、 平 年 の発 生 は其 の 発 百 と の関 係 か らみ て 、 成 虫 の初 発 生 が 5 月 上 ヽ 中 旬 て以 後 の

絵 造 も そ れ そ れ に 禅 ず る もの と推 足 ぞ れ る。

( 2 ) 翼 剤 に よ る防 跡 効 果

①  ク ワ キ ジ ラ ミ の引〕に 対 して 、 ジ メ トエ ー ト乳 測 の 5 0 o 信お よ び 8 0 0 f 3 液は も、化 歩 合 0 % を 示

し、 有 駐 リン 抑 り 2 じ～ 4 じ夕 に 比 べ そ の効 果 が欺 看 て あ っ た 。

②  d 、化 直 後 食 た は 中 令 幼 虫 に 対 し て も ジメ トエー ト乳 剤 の 3 0 0 f 3 液は 0 % の 生 存 虫 書J 合 を示 し

8 0 0 佑 松 て も ' % 以 下 に止 な っ た . さ らに 痕 撫幼 虫 お よ り旗 虫 に 対 して も 5 0 o 信、 3  o o  f 3 瓶は

生 存 虫 客 を 0 % に 抑 えそ の 効 果 が 者 しか っだ 。

③  及 液 を象 表 り象 酌 にな 布 し、 喪 面 に 考 生 して い る ク ワ ■ ジ ラ ミ
ヘ のな 虫 効 未 をみ た億 未、 ク

メ トエ ー ト乳 剤 の 5 0 0 倍 れ て ほ 0 % 、  8 0 0 倍 液 て も 2 . 5 % の 生 存 虫 零 に止 と つ た o

以 上 のほ 果 か ら ジメ トエ ー ト' L 為 の 5 0 0 4 3 および 3 0 0 を は 、 ク ワ キ シ ラ ミの , l ヨ、 物 虫 、成 虫、

何 れ の ス テ … ジ に お い て も掠 者 な 効 果 を 示 し、 と くに 本 剤 は t a 物へ のな お 移 行性 が あ る こ と
か ら

多 少 の は 布 祐 れ が あ って も効 果 が 路 行 出 来 、 とた カイ コヘ の曇 性 が 低 い こ と寺 か ら実 用 化 が高
い

と思 考 をれ る 。

3 ) 主 姜 旗 集 の 具 体 デ ー タ

着 手 県 に お け る ク ワ キ ジ ラ ミ の
i 局
年 継 迪

'月 2 月 i 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 3 月 9 月 ,o月 ,

(十〕 (十 ) (十 ) (十 ) 十十キ

OO

十  .

O o

キ 十キ十 (+) (キ) (+〕

十 広 虫   O 功 」  ― 幼 虫 ( 十) 基 冬 成 虫

未ク ワ キ ジ ラ ミ ジ メ エ 剤 の 防

・: 、化 初 虫 中 令 幼 虫 成 熱 幼 虫 ～ 成 虫

、:、化 言J合 生 存 虫 軍 生 存 晏 率 生 存 虫 零

' .  ジメ ト エ ー ト乳 秀J 3 0 0

2.                      80o

3.    D D V P ttLお り    '000

4 . 熱枚 布

0  %

0

41.9

97.0

36. 1

96.4

0    夕う

0 . 5

0  %

は3

'2.9

94.フ

0  %

0

5 . 0

6 , . 5

-127-




